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石油連盟海水油濁処理 協ガ 機構が行 う 流出油防除活動に 従事する 

労働者に対する 災害補償について 

今般、 標記について、 石油連盟海水油濁処理協力機構 ( 以下「機構」という。 ) 本部 
長から別紙工のとおり 要請があ り、 別紙 2 のとおり回答したので 了知されたい。 

したがって、 機構に加盟する 事業場の労働者が、 その所属する 事業の事業主の 命令に 
基づき従事する 流出油防除作業及び 防除訓練に係る 労災補償については、 下記のとおり 

であ るので事務処理に 遺漏なきを期されたい。 

なお、 これにより、 昭和 5 1 年 1 月 1 4 日付 け基収 第 2 40 6 号の 2 は廃止する。 

記 

1  機構に加盟する 事業場の労働者が、 その所属する 事業の事業主の 命令に基づき 従 

事 する流出油防除作業及び 防除訓練については、 次の場合にその 所属する事業場に 
ついての業務として 取り扱う。 

(1) 流出油防除要員の 所属する事業の 事業主が、 自己の責任として 防除義務を負 う 
場合 ( 海洋汚染及び 海上災害の防止 ヰこ 関する法律第 3.9 条第 2 項 ) の防除作業 

(2) 流出油防除要員の 所属する事業の 事業主が上記 ェの 防除義務を有する 他の事業 
主に対して援助し 、 スは 協力義務を負 う 場合 ( 海洋汚染及び 海上災害の防止に 関 

する法律第 3 9 条第 4 項 ) の防除作業 

(3) 流出油防除要員の 所属する事業が 、 他の事業との 間に流出油防除について 締結 

している相互援助に 関する協定に 基づき又は自主的な 団体であ る防火組織の 構成 

員として行 う 防除作業 

(4) 流出油防除要員の 所属する事業が、 機構本部長の 援助発令に基づき 行 う 防除 作 

業 

(5) 前記 (1) から (4) まで以外で海上保安官署からの 要請に基づき 行 予防除作業 

(6) 流出油防除要員の 資質向上のために 行う防除訓練 

2  したがって、 流出油防除要員の 死傷病が、 上記 1 の業務に従事していることに 起 

因 して生じたものであ ると認、 められるときは、 業務災害として 取り扱うこ 之 とする。 








